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概要： 本研究では、北米の大学図書館において不可欠な存在である学生アシスタントに着
目し，その役割の歴史的変遷について考察を行った。北米の大学図書館における学
生アシスタントの役割を類型化すると，(1) 図書館業務を量的に補佐する役割，(2) 図
書館業務・サービスを質的に補佐する役割，(3) 図書館サービスを拡張する役割，の
3 つに分けることができる。これらは，時代とともに変化したというよりも，新しい
役割が時代に応じて追加され，現在においてその役割は重層的になっているととら
えることができる。 
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1. はじめに 
 現在，北米の大学図書館では，学生アシ
スタントが不可欠な存在となっている。例
えば，北米の大学図書館を中心に普及して
いるインフォメーション・コモンズ
（Information Commons）やラーニング・
コモンズ（Learning Commons）といった
学習支援空間では，学生アシスタントが重
要な役割を果たしており，情報通信技術支
援やレファレンス・サービスを担うなど，
学習支援に直接的に関わっている。 
ラーニング・コモンズは，インフォメー
ション・コモンズの発展形と捉えられてお
り1，「主として学生を対象とし，学習支援
のための設備・施設，人的サービス，資料
を総合的にワンストップで提供する学習支
援空間」と定義することができる2。ここで 
 
† 筑波大学図書館情報メディア系 
いう「学習支援」には，大学図書館でこれ
まで提供されてきた従来型の学習支援にと
どまらない，より広範囲のものを含む。よ
り広範囲な学習支援を総合的にワンストッ
プで提供するためには「他部署との連携」
とともに「学生アシスタントの活用」が必
須であり，今日ますます学生アシスタント
の重要性は高まっている。 
 このように北米の大学図書館にとって重
要な位置を占める学生アシスタントは，い
つごろからどのように導入されたのだろう
か。また，その役割に変化はあったのだろ
うか。本研究では，北米の大学図書館にお
ける学生アシスタントに着目し，文献調査
からその役割の変化について考察を行うこ
とを目的とする。 
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 2. 北米の大学図書館における学生ア
シスタントの現状 
 北米の学生アシスタントの役割の変遷に
ついて考察を行う前に，大学図書館で働く
学生の呼称を整理するとともに，現在の北
米の大学図書館における学生アシスタント
の規模を把握しておきたい。 
 
2.1 大学図書館で働く学生の呼称 
北米では，大学図書館で働く学生につい
て，下記のようにいくつかの呼称が使用さ
れている。 
・Student helpers 
・Student workers 
・Student employees 
・Attendants 
・Student assistants / Student library 
assistants 
かつて使用されていた ”pages”や ”stack 
boys”という呼称3が示すように，名称その
ものが図書館で働く学生の役割を表す場合
もある。本来であれば，それぞれの時代に
応じた呼称、あるいは実際に用いられてい
た呼称を使用すべきであるが必ずしも統一
されているわけではないので，本稿では「大
学図書館で図書館業務に従事する学生」を
「学生アシスタント」として統一する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.2 学生アシスタントの規模 
学生アシスタントは大学図書館において
どの程度の規模を占めているのだろうか。
表 1 は，2008/2009 年の北米研究図書館協
会（Association of Research Libraries: 
ARL)の統計4より作成した北米の研究図書
館のスタッフ数を種別毎に表したものであ
る。114 の大学図書館と 9 つの非大学研究
図書館のスタッフ数の総計は 40,302 名5で
あり，うち図書館員（Professional Staff）
は 39.4 パーセント（15,871 名），サポート・
スタッフは 42.8 パーセント（17,262 名），
学生アシスタントは17.8パーセント（7,169
名）を占めている。大学図書館に限ると学
生アシスタントの割合は，20.7 パーセント
（6,959 名）であり，大学図書館スタッフ
の 5 名に 1 名が学生アシスタントであるこ
とがわかる。 
なお，この統計における学生アシスタン
トとは，図書館において時間単位で働く学
生を指し，雇用のための財源は大学図書館
が管理しているものに限られることなく，
連 邦 ワ ー ク ス タ デ ィ （ The Federal 
Work-Study: FWS）プログラムによるもの
も含まれる。連邦ワークスタディとは，連
邦奨学金の一種である。高等教育機関の学
内，あるいは高等教育機関が認めた学外で 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図書館員 サポート・スタッフ 学生アシスタント 
  
FTE 割合 FTE 割合 FTE 割合 
計 
平均値 99 33.6  135 45.8  61 20.7  295 
中央値 84 34.1  114 46.3  50 20.3  246 
最大値 565 46.5  529 43.6  209 17.2  1,214 
最小値 38 34.5  26 23.6  1 0.9  110 
大学図書館 
（N=114） 
小計 11,291 33.6  15,350 45.7  6,959 20.7  33,600 
中央値 155 52.9  87 29.7  11 3.8  293 非大学図書館 
(N=9) 小計 4,580 68.3  1,912 28.5  210 3.1  6,702 
計 15,871 39.4  17,262 42.8  7,169 17.8  40,302 
 
表 1 研究図書館における図書館スタッフの割合 
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 の仕事に対する報償として支払われる。キ
ャンパス・ベースで 75 パーセントまで連邦
政府が負担し，残額は各高等教育機関が負
担する6。米国の大学図書館で学生を雇用す
る際の財源として，最もよく知られている7。 
 
3. 導入期における学生アシスタント 
 本章では、19 世紀半ばから 1960 年代ま
での学生アシスタント導入期の学生アシス
タントの役割についておおまかな流れを概
観する。 
 
3.1 学生アシスタントの導入 
北米の大学図書館において，いつから学
生が雇用されはじめたのかは明らかではな
いが，文献には 19 世紀半ばより大学図書館
における学生の雇用についての記述がみら
れる。例えば，1853 年の図書館員会議でア
トリー（G.B. Utley）は，当時，既にいく
つかの大学図書館で学生アシスタントが雇
用されていたことを発表している8。 
1900 年以降，学生数の大幅な増加に伴っ
て，大学図書館における学生の雇用が増大
した9。ブラウン大学の図書館長であったコ
ープマン（Harry Lyman Koopman）によ
れば，同大学図書館において 1893 年に 1
名だった学生アシスタント（ Student 
helper）が，1930 年には 17 名に増加した10。
ミズーリ大学（University of Missouri）で
は 1914 年，図書館において月 211 ドル以
上を学生雇用に費やすことが決定され，17
名の学生アシスタントが雇用されたという
報告がなされている11。また，1926 年に出
版された米国図書館協会（ American 
Library Association: ALA）による調査では，
大学図書館における学生アシスタントの雇
用が増加していることが明らかにされた12。 
 
3.2 学生アシスタントについての大学図書
館の認識 
現在，学生アシスタントは，北米の大学
図書館において不可欠な人的資源として広
く認識されている13。しかし，このような
認識は，学生アシスタント導入当初より存
在したわけではない。 
ホワイト（Emilie C. White）は，1985
年に学術図書館における学生アシスタント
の捉え方や役割の変遷を歴史的観点から考
察した論文「学術図書館における学生アシ
スタント：気が進まないものから頼りにな
るものへ（Student assistants in academic 
libraries: from reluctance to reliance）」を
発表している14。サブタイトルからもわか
るように，学生アシスタントは導入初期に
おいて，大学図書館にとって必ずしも肯定
的に捉えられてはいなかった。その理由と
しては，(1) 学生アシスタントの指導や管理
に手間がかかること，(2) 短期間の雇用であ
ること，などがあげられる。 
ブラウン大学の図書館員であったギブス
（Laura R. Gibbs）は，1910 年に開催され
た米国図書館協会の大会で，学生アシスタ
ントについて発表を行っている15。ここで
ギブスは，学生アシスタントの業務として
のぞましいものを列挙しているが，図書の
装備や修復，目録カードの繰り込みなど，
かなり限定されたものとなっている。サー
ビス・デスク，すなわちパブリック・サー
ビスは，大学図書館の顔であり，威厳を保
ちつつ効率的なサービスを提供する必要が
あるため，学生アシスタントには不向きで
あるとしている。 
またギブスは，学生アシスタントの業務
の種類はいたずらに増やすべきではないと
している。その理由としては，学生アシス
タントの訓練に手間と時間がかかることを
あげている。当然のことながら，学生アシ
スタントの仕事は定型的で単調，重要度が
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 低いものとなる。ギブスはさらに，学生ア
シスタントにとって図書館業務は単に賃金
を得る手段であり，何かを学ぶことが目的
ではないという考え方をもっていた。学生
アシスタントはあくまでも定型的かつ単純
な業務を行う補佐的な労働力であり，とも
すれば面倒な存在であるととらえられてい
たことがわかる。 
1920 年代から 1930 年代にかけては，学
生アシスタントの有用性を論じた文献がみ
られるものの16，このような大学図書館に
おける学生アシスタントに関するギブスの
ような考え方は，概ね一般的であったとい
える17。 
 
3.3 新たに見出された価値 
 1930 年代になると，学生アシスタントに
ついて「キャンパスを熟知している」とい
う観点から，新しく価値がみいだされるよ
うになる18。学生アシスタントは，学生で
あるからこそ学生の視点で図書館サービス
をとらえることができる。例えば，実体験
として教員から課題を与えられているから
こそ，あるいは近過去にそのような経験が
あるからこそ，どのタイミングでどのよう
な資料やサービスが学生に必要とされてい
るかがわかる。そのため，学生アシスタン
トは，そうでない図書館スタッフより，「利
用者としての学生」からより親近感をもた
れやすく，アプローチしやすい存在として
認識される傾向にあるという。この点に関
しては，現在でも学生アシスタントの有用
性としてとらえられている19。 
 1943 年，ブラウン（Helen M. Brown）
によって，その後の学生アシスタントに対
する考え方に大きな影響を与えることにな
る論文が発表された20。ブラウンは，6 つの
リベラル・アーツ・カレッジ21を対象とし
て，学生アシスタントについての実態調査
を行い，業務内容の分析を行った22。この
論文においてブラウンは，大学図書館で働
く学生について，2 つのとらえ方ができる
ことを指摘している。ひとつは，それまで
も多数の論文で述べられてきたように，学
生アシスタントを図書館業務の促進のため
の人的資源ととらえるという考え方である。
この場合，学生アシスタントには，単調で
定型的な日常業務が与えられる。もうひと
つは，図書館を教育機関のひとつとする考
え方である。図書館は，学生が図書館で働
くことを通じて個人的能力やスキルを伸ば
す努力をすべきであるとした。この場合，
学生アシスタントにはより緊密な監督者が
必要であり，学生を成長させるという観点
から仕事が与えられる必要がある。 
さらにブラウンは，図書館は学生の雇用
や指導に関してより体系的な人事システム
を取り入れること，学生アシスタントはよ
り広い範囲のオリエンテーションや継続的
なスタッフ教育を通じて図書館の活動に溶
け込むことなどが必要であることを提言し
た。 
このように，1930 年代から 1940 年代に
かけて，大学図書館における学生アシスタ
ントの業務やとらえ方に多様性がみられる
ようになる。また，1940 年代までに大学図
書館における学生アシスタントは，少なく
とも図書館業務を補佐する役割を果たすも
のとして，その足場を固めることとなる23。 
グレゴリー（David Gregory）は，その
後，約 25 年間にわたって学生アシスタント
に関する雑誌論文が減少する一方で，修士
論文で多く取り上げられていることを指摘
している24。1946 年から 1969 年にかけて
少なくとも 9 つの修士論文が確認でき，そ
れらは主として学生アシスタントの選択・
訓練・管理に関するものであるという。こ
の現象についてグレゴリーは，ライブラ
リ・スクールが未来の図書館員に，学生ア
シスタントに関する人事管理のための理
135
 論・技術を適用することを推奨したからで
はないかという見方を示している。 
 
4. 学生アシスタントの発展 
 本章では、1970 年代から現代にかけての
学生アシスタントについて概観し、その役
割の変化について考察を行う。 
 
4.1 学生アシスタントが担う業務の多様化 
 1970 年代に入ると，学生アシスタントの
更なる価値や可能性についての論文が散見
されるようになる。例えばコッタム（Keith 
M. Cottam）は，学生アシスタントは若い
こと，創造力・発想力に優れていること，
確立された思考や運営の傾向に挑戦する意
欲があること，という特性があるからこそ
価値があるとしている。そして，学生アシ
スタントを尊重しつつ，より能力が試され
る責任ある仕事を任せ，図書館業務に関与
させることによって，図書館と学生アシス
タントの双方が大きな恩恵を受けるとして
いる25。 
 ヤング（Arthur P. Young）は 1970 年に，
学生アシスタントによるレファレンス・サ
ービスの提供について，ニューヨーク州立
大学コートランド校（State University of 
New York College at Cortland ，以下
SUNY コートランド校と略す）をケースス
タディとしてとりあげている26。ヤングは，
SUNY コートランド校の学習図書館
（undergraduate libraries）において，適
切な訓練を受けた上級学生が最小限の監督
下で，優れたレファレンス・サービスを提
供していることを報告している。また，レ
ファレンス・プロセスの再定義および，レ
ファレンスのための人材配置，パフォーマ
ンス，教育，評価に関する新しい基準の必
要性を示唆した。 
 カリフォルニア州立大学フレズノ校
（California State University, Fresno）の
試みも興味深い。当時，図書館のレファレ
ンス部長であったハインライン（William F. 
Heinlen）は，学生アシスタントによるレフ
ァレンス・サービスの提供について，1970
年代半ばにおける同館の試みを紹介してい
る27。ハインラインはまず，レファレンス・
デスクで図書館員によって実際に受け付け
られた質問を分析した。大雑把な分析では
あるが，70 パーセントが「鉛筆削りはどこ
にあるのか？」といった館内の案内に関す
るもの，11 パーセントが「ペルーの人口
は？」といった館外のファクトデータに関
するもの，19 パーセントが研究に関するも
の，という結果になった。また，受け付け
た質問のうち，89 パーセントが満足，5 パ
ーセントが不満足，残りはどちらか判断が
つかないという結果であったという。注目
すべきは，不満足におわった回答のうち，
62 パーセントが研究に関するものであっ
たという事実である。この結果から，高度
なレファレンス・スキルを必要とする質問
は 20 パーセントに満たないこと，また不満
足な回答の半数以上を研究に関するものが
占めていることがわかった。 
 この分析結果を受けて同館ではまず，レ
ファレンス・デスクに図書館員と学生アシ
スタントを配置し，後に，学生アシスタン
トが対応するデスクを図書館員が対応する
デスクの向かいに設置し，ふたつのデスク
を切り離した。利用者がまず，学生アシス
タントのデスクに向かうよう，このデスク
に“ASK HERE”という掲示を行い，図書
館員のデスクには特に掲示を行わなかった。
学生アシスタントが自身で回答できない質
問を受けた場合は，図書館員に受け渡す。
また，すぐ向かいに図書館員が配置されて
いるため，いつでも指示を受けることがで
きる。同館での学生アシスタントは，利用
者と図書館員の間のバッファ（緩衝装置）
としての役割とともに，レファレンス質問
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 を分類する役割を果たしているともいえる。
その結果，次年度のレファレンス質問は約
3 分の 1 増加し，前年度に比べて約 2 倍の
研究に関する質問に回答できたという報告
がなされている。 
 この結果は，レファレンス・サービスを
業務として大きな枠組みでとらえるのでは
なく，その内容を精査し，分類を行い，人
的資源を再配分することが効率的なサービ
スにつながるということを示唆している。 
しかし，たとえ簡単な質問であっても，学
生アシスタントにレファレンス・サービス
を担当させるという考え方が，にわかに北
米の大学図書館で受け入れられたわけでは
ない。ハインラインは同文献で，あるワー
クショップで同館の試みを発表したところ，
否定的な反応がみられたことについても触
れている。一方で同氏は，「レファレンス・
サービスに学生アシスタントの入る余地は
ない」という考え方は，専門家のエゴから
来る誤った誇張であると言い切っている。 
 グレゴリーによれば，1970年代から1990
年代半ばにかけては，学生アシスタントの
限界，つまり，学生アシスタントが担える
図書館業務を限定的にとらえるのではなく，
その能力や可能性を高く広くとらえる傾向
がみられるようになる。つまり，より高度
な非定型業務を学生アシスタントに任せる
ことについての議論が増加したといえる。 
 
4.2 学生アシスタントのとらえ方類型 
1985 年にホワイトは，大学図書館におけ
る学生アシスタントの歴史をふりかえり，
学生アシスタントのとらえかたを，3 つの
観点から指摘している28。表 2 は，この考
え方をもとにまとめた学生アシスタントの
とらえ方について類型をまとめた表である。 
一つめは，学生アシスタントを図書館業
務の補助者としてとらえるものである（A）。
主として，大学図書館に学生アシスタント
が導入された初期の段階で一般的にとらえ
られていた考え方であるといえる。学生ア
シスタントは，図書館業務を効率よく処理
するために定型的な作業を担当する。二つ
めは，学生アシスタントを非公式の同僚と
してとらえるものである（B） 。この場合，
学生アシスタントは図書館スタッフの一員
としてとらえられ，レファレンス・サービ
スなどの専門的な仕事も担当する。三つめ
は，学生アシスタントを潜在的な図書館員
としてとらえるものである（C）。学生アシ
スタントに充分な専門的トレーニングを行
うことによって，学生アシスタントの図書
館活用能力を伸ばすだけでなく，将来の図
書館員を育てるという観点も含んでいる。
なお，それぞれの類型は排他的なものでは
ない。 
また，学生アシスタントの専門的能力お
よびスキルは，業務補助者（A），非公式の
同僚（B），潜在的な図書館員（C）の順に
高くなる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  種別 観点 
専門的
能力 
A 業務補助者 
図書館業務を効率よく
処理するために定型的
作業を担当する。図書
の装備，配架作業な
ど。 
低 
B 
非公式の同
僚 
図書館スタッフの一員と
して，専門的な図書館
業務も担当する。レファ
レンス・サービスなど。 
中 
C 
潜在的な図
書館員 
専門的トレーニングを
行い，将来的な図書館
員という視野も含める。
専門的な図書館業務も
担当する。 
高 
 
表 2 学生アシスタントのとらえ方類型 
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 4.3 学生アシスタントの業務 
 1990 年，ARL は 95 の米国の加盟館に対
して学生アシスタントに関する調査を行っ
た。大学図書館における学生アシスタント
の実態について 31 の設問が用意された。 
学生アシスタントの業務については，一
定の傾向がみられる。まず，すべての館が
学生アシスタントの業務としているのは下
記 3 種であった。 
(1) パブリック・サービス・デスク 
(2) 日常的な事務作業（ファイリング，タ
イピング，コピー作業など） 
(3) 書架作業（配架，書架整理など） 
また，70 パーセント以上の回答館が学生ア
シスタントの業務としているのは，下記の
とおりである。 
(1) 郵便物取り扱い 
(2) 資料の修復 
(3) 製本関連業務 
(4) コンピュータ・ベースの業務（プログ
ラミング，データ修正など） 
パブリック・サービス・デスクでの業務
を除くといずれもバックヤードの業務であ
ることがわかる。一方で，目録業務も 38 パ
ーセントとなっており，専門的業務につい
ても一定規模，学生アシスタントに担わせ
ていることがわかる。レファレンス・サー
ビスについては選択肢が用意されていない
のでこの調査結果では明らかにされていな
いが，「その他」が 4 パーセントとなってい
ることから，ごく少数であることが推測さ
れる。 
また，すべての回答館が学生アシスタン
トの仕事の質に満足していると回答してい
ることも興味深い。 
 
4.4 新しい学習支援空間における学生アシ
スタントの役割 
 1990 年代頃より，大学図書館などに新し
い学習支援空間として，インフォメーショ
ン・コモンズやラーニング・コモンズが設
置されるようになった。この背景には，情
報通信技術の急速な普及，学習メディアの
多様化，教授法・学習法の変化などをあげ
ることができる。 
 2004 年の ARL の調査では29，回答館 74
館のうち，30 パーセントにあたる 22 館が
図書館にインフォメーション・コモンズを
設置している30。設置時期をみると，1995
年以前がわずか 5 館，1996 年から 2000 年
が 8 館，2002 年から 2004 年が 9 館となっ
ており，1990 年代半ばから徐々に増加して
いることがわかる。 
 インフォメーション・コモンズやラーニ
ング・コモンズでは，従来，大学図書館が
提供してきた学習支援よりも広範囲のサー
ビスをワンストップで提供する必要がある。
これを実現するために，学生アシスタント
は不可欠な役割を果たしている。詳しくは
先の論文に譲るが31，ワシントン大学オデ
ガ ー ド 学 習 図 書 館 （ Odegaard 
Undergraduate Library and Learning 
Commons, University of Washington）の
ように，レファレンス・サービスを提供す
るリサーチ・ヘルプデスクに隣接するテク
ノロジー・ヘルプデスクで学生アシスタン
トが情報通信技術支援サービスを行なって
いるケースや，カリフォルニア州立大学サ
ンマルコス校ケロッグ図書館（Kellogg 
Library, California State University San 
Marcos）のように，学生アシスタントがヘ
ルプ・デスクで情報通信技術支援サービス
と共にレファレンス・サービスを提供して
いるケースや，などがみられる。なお，ケ
ロッグ図書館においてレファレンス・ライ
ブラリアンは，高度でパーソナライズされ
たレファレンス・サービスを提供している。 
 オデガード学習図書館やケロッグ図書館
では学生アシスタントが情報通信技術支援
サービスという比較的新しいサービスを担
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 っている。また，ケロッグ図書館では，学
生アシスタントがレファレンス・サービス
をも担当することによって，レファレン
ス・ライブラリアンが利用者ひとりひとり
の属性やニーズに基づいて最適化されたサ
ービスを提供することを可能にしている。
つまり，学生アシスタントは，直接的であ
れ間接的であれ，図書館サービスの拡張に
一役買っているというということができる
だろう。 
 
5. 学生アシスタントの役割の変遷 
 以上，北米の大学図書館における学生ア
シスタントの役割の変遷について考察を行
なった。北米の大学図書館における学生ア
シスタントの歴史は，文献的に少なくとも
19 世紀半ばまで遡ることができる。1900
年以降の学生数の大幅な増加に伴って増加
した大学図書館業務を補佐するために，学
生が雇用されたのがそのはじまりである。 
 初期の学生アシスタントに課せられた業
務は，定型的で単調であり，重要度が低い
非専門的なものに限られていた。図書館の
顔であるパブリック・サービスには学生ア
シスタントは不向きであるとされた。学生
アシスタントにとって図書館業務は単なる
賃金を得る一手段であり，それ以上のもの
ではないという認識がなされていた。また，
必ずしも学生アシスタントの雇用は大学図
書館に肯定的に受け入れられたわけではな
く，量的に増えた業務をこなすためのいわ
ばやむを得ない手段であるととらえる向き
もあった。 
1930 年代にはいると，キャンパスとの親
和性の高さという観点から学生アシスタン
トの新たな価値がみいだされるようになっ
た。利用者である学生がよりアプローチし
やすい図書館スタッフとして機能すること
ができるという視点である。 
さらに 1940 年代には，学生アシスタント
にとって図書館業務は単なる賃金を得る手
段にとどまらず，図書館で働くことを通じ
て個人的能力やスキルを伸ばすものであり，
大学図書館側もその認識を持つべきである
という考え方がみられるようになる。また，
この時期になると，大学図書館における業
務補助者として学生アシスタントが広く認
識されるようになる。しかし，学生アシス
タントに任せられる業務は，定型的で非専
門的なものに限られていた。 
1970 年代にはいると，学生アシスタント
の能力や可能性を高くとらえる傾向が出て
くる。学生アシスタントが，目録やレファ
レンス・サービスといった専門的業務を担
うケースもみられるようになる。ただし，
本来，図書館員が担うべきこれらの専門的
業務の全てを学生アシスタントが担うとい
うわけではない。これらの業務を分析し，
段階的にとらえた上で，専門職である図書
館員は，より高度な業務に従事するという
図式が少しずつ形成されるようになる。 
さらに 1990 年代にはいると，大学図書館
にインフォメーション・コモンズやラーニ
ング・コモンズといった新しい学習支援空
間の普及によって，より広範囲の学習支援
サービスを提供するために，学生アシスタ
ントが活用されるようになる。学生アシス
タントは，直接的・間接的に図書館サービ
スを拡張する役割を果たしているといえる。  
 これらの北米の大学図書館における学生
アシスタントの役割を類型化すると，下記
の 3 つに分類することができる。 
A. 図書館業務を量的に補佐する役割 
B. 図書館業務・サービスを質的に補佐
する役割 
C. 図書館サービスを拡張する役割 
これらは，時代とともに変化したというよ
りも，新しい役割が時代に応じて追加され，
現在においてその役割は重層的になってい
るととらえるべきだろう。 
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  このように，北米の大学図書館における
学生アシスタントの役割は広がり，従来，
図書館員の専門的業務とされていた範囲に
まで及んでいる。そしてその結果，図書館
員がより専門的な業務に専念する余地が生
まれる。しかし，サービスの質を保つため
には，学生アシスタントの訓練やその環境
の整備が必要である。本稿では，学生アシ
スタントの役割に焦点をあてたため，訓練
については言及しなかった。今後は，図書
館サービスの質を保持するための学生アシ
スタントの訓練や雇用環境について調査を
行いたい。 
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